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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　この撮像手段による撮像に際し、光源光を取得する光源光取得手段と、
　この光源光取得手段により取得された光源光を波長毎に分光する分光手段と、
　この分光手段による分光結果に基づいて第１の分光エネルギー分布を取得する分光エネ
ルギー分布取得手段と、
　第２の分光エネルギー分布を設定する設定手段と、
　前記第１の分光エネルギー分布と前記第２の分光エネルギー分布とに基づいてカラー変
換フィルタ特性を算出して、前記撮像手段による撮像信号に対してＲ、Ｇ、Ｂ毎に利得制
御を行う利得制御手段と、
を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　撮像光学系の分光透過率を記憶する記憶手段を更に備え、
　前記分光エネルギー分布取得手段は、
　前記分光手段による分光結果に加え前記記憶手段に記憶される分光透過率に基づいて前
記第１の分光エネルギー分布を取得することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記分光エネルギー分布取得手段は、
　前記分光手段による分光結果に加え前記撮像手段の分光感度特性に基づいて前記第１の
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分光エネルギー分布を取得することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記利得制御手段は、
　前記撮像手段による撮像信号についてホワイトバランス調整を行うことを特徴とする請
求項１乃至３の何れか記載の撮像装置。
【請求項５】
　撮像手段と、この撮像手段による撮像に際して光源光を取得し波長毎に分光する分光手
段と、操作手段とを備えた撮像装置が有するコンピュータを、
　前記分光手段による分光結果に基づいて第１の分光エネルギー分布を取得する取得手段
、
　前記操作手段による操作により第２の分光エネルギー分布を設定する設定手段、
　前記第１の分光エネルギー分布と前記第２の分光エネルギー分布とに基づいてカラー変
換フィルタ特性を算出して、前記撮像手段による撮像信号に対してＲ、Ｇ、Ｂ毎に利得制
御を行う利得制御手段、
として機能させることを特徴とするプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及びそのプログラムに係り、光源光の分光エネルギー分布を取得す
ることにより、ホワイトバランスの向上、ユーザの利便の向上を図ることができる撮像装
置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のデジタルカメラでは、撮影した被写体の画像が、蛍光灯下では緑色っぽく、白熱
灯下では赤っぽくなってしまうため、光源によって変わる色調の違いを補正し、光源にか
かわらず白さが同じに見えるようにすべく自動的にホワイトバランス（ＷＢ）制御を行っ
ていた。
　また、ホワイトバランスを調整するには、光源の色温度が必要だが、大別して、色温度
検出用の３色ＲＧＢセンサ等を別に設ける外部測光方式と、ＣＣＤの撮像信号のＲＧＢの
比率から検出する内部測光方式とがある。内部測光方式では、撮像画面内の無彩色部分を
抽出して積分し、ＲＧＢ色差成分の比率が等しくなるように調節し、外部測光方式では、
ＲＧＢ線さの色差成分のバランスや、（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）の平均や積分値がゼロにな
るように、色差信号ゲインを調節する。或は、色温度が高い場合にはＲのゲインを上げて
Ｂのゲインを下げ、色温度が低い場合には逆の制御を行う。
　また、ユーザが手動でホワイトバランスの設定を行うことができる機能を備えたデジタ
ルカメラも登場してきている。例えば、「屋内撮影」、「屋外撮影」や、「日陰」等をユ
ーザが選択することにより、選択された撮影状況で適切にホワイトバランスを行うという
ものである。
【０００３】
　また、下記特許文献１には、カメラ装置なる発明が開示されている。詳しくは、光源が
蛍光灯であるか否かを判別し、蛍光灯であると判断した場合には、ホワイトバランス調整
信号とオフセット制御電圧信号とを加減、減算することにより、簡単で良好なホワイトバ
ランス調整を行うというものである。
【０００４】
　また、下記特許文献２には、ホワイトバランス回路なる発明が開示されている。詳しく
は、ＲＧＢ３原色のスペクトル強度を検出する検出部と輝線スペクトルの強度を検出する
検出部とを設け、両出力を元に演算して、ホワイトバランスを制御することにより、スペ
クトルが極端に偏在して分布している蛍光灯等の放電管系の光源に対しても適切なホワイ
トバランスを得ることができるというものである。
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【０００５】
　また、下記特許文献３には、光電色彩計の分光感度補正機構なる発明が開示されている
。詳しくは、３刺激値を測定する３つの受光系と、３つの受光系の分光感度と異なる分光
感度を有する補正受光系とを有し、３つの受光系のそれぞれにつき、その受光系の出力に
他の２つの受光系の出力に補正係数かけた信号を加減させて、その受光系の分光感度特性
を与えられた分光感度特性に近似させ、その残留誤差を更に補正受光系で補正することに
より、測定精度を著しく向上させることができるというものである。
【０００６】
【特許文献１】特許公報　第２５０２５０２号（第（２）項右欄第４項第１７行から第（
３）項右欄第６項第２３行目参照）
【０００７】
【特許文献２】特許公報　特公昭６２－５００２６号（第（１）項右欄第２項第２９行か
ら第（３）項左欄第５項第３０行目参照）
【０００８】
【特許文献３】特許公報　第２６７１４１４号（第（３）項左欄第５項第８行から第（３
）項右欄第１０項第１１行目参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　（１）ＲＧＢの比によるＷＢ制御は、３刺激値型の光電色彩計と同様の原理で、３つの
受光系の分光感度が、視覚の比視感度特性やＣＩＥ（国際照明学会）１９３１に規定され
たＲＧＢ３刺激値の等色関数等に適合させれば、正しい色度座標や色温度も計測でき、こ
れを元に正確なＷＢ制御もできるはずだが、細かく校正しても、光学系の分光透過率や受
光部の分光感度特性を、等色関数にぴたりと合わせることは難しく、アナログ的にＷＢ制
御はできても、色温度など数値を求めるには精度が低いので、高精度に色温度などを求め
てＷＢ制御を行うという課題がある。
　また、太陽光や白熱電灯等、なだらかな分光分布の光源では問題はないが、蛍光灯など
分光特性の凹凸が激しく輝線スペクトルが顕著な光源等ではうまく計測できず、蛍光灯下
でも高精度に色温度を求めるという課題がある。
【００１０】
　（２）また、上記特許文献１記載の発明によれば、フリッカー等から蛍光灯と判別した
場合には、ホワイトバランス調整信号とオフセット制御電圧信号とを加減、減算すること
により、簡単で良好なホワイトバランス調整を行うことができるが、白色の蛍光灯でも、
昼光色、昼白色、白色、温白色、電球色、各色の３波長発光型など、色温度が３０００Ｋ
～８０００Ｋと異なる多種の製品が利用され、蛍光灯と単に識別しただけでは色温度設定
ができず、このような場合でも適切な色温度設定を行うという課題がある。
【００１１】
　（３）また、上記特許文献２記載の発明によれば、ＲＧＢ３原色のスペクトル強度を検
出する検出部と輝線スペクトルの強度を検出する検出部とを設け、両出力を元に演算して
、ホワイトバランスを制御することにより、スペクトルが極端に偏在して分布している蛍
光灯等の放電管系の光源に対しても適切なホワイトバランスを得ることができるが、各種
の光源や種別毎に輝度スペクトル専用の検出部等を設けると複雑で高コストになるため、
簡易で低コストにするという課題がある。
　また、複数種の光源が混ざった場合や、新しい特性の光源には対応できなかった。
【００１２】
　（４）下記特許文献３記載の発明によれば、高精度の色彩計測を行うことができるが、
校正された標準光源等を用いて専門家が正しく校正して初めて計測できる専用計測器であ
り、最も簡易な光電色彩計でも数十万円以上と高価であり、携帯カメラのＷＢ制御のため
に内蔵するには大型で高コストであった。
　また、３刺激値型の光電色彩計や、撮像信号から色情報を求めるのでは、分光感度特性
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を等色関数に合わせるのは難しく、蛍光灯など放電型の光源にも対応できなかった。
【００１３】
　（５）また、ＷＢは調整することができても色温度が特定できないため、ＷＢブラケテ
ィング撮影を行う際、露出ブラケティング撮影で±３ＥＶ等と設定するのと同じように、
色温度などの具体的な補正値を設定して撮影条件の加減を指定したり、それに見合った制
御を行うことができず、露出ブラケティング撮影で±３ＥＶ等と具体的に設定するように
、色温度などを具体的に設定してＷＢブラケティングを行うという課題があった。
【００１４】
　（６）更に、ユーザがホワイトバランスのマニュアル設定を行うことはできるが、初心
者にとっては、「屋内撮影」、「屋外撮影」等を選択して設定しても、その設定の具体的
な意味もわからずに、ただ選択設定していた場合があり、撮影する楽しさや演出に欠けて
いた。
　また、「屋内撮影」、「屋外撮影」等を選択して、ホワイトバランスを設定していたた
め、熟練者にとっては、物足りないものがあり、もっと精密にホワイトバランスを行いた
いというニーズに応えることができなかった。
【００１５】
　そこで本発明は、かかる従来の問題点に鑑みてなされたものであり、光源光の分光エネ
ルギー分布を取得することにより、ホワイトバランスの向上、ユーザの利便の向上を図る
ことができる撮像装置及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的達成のため、請求項１記載の発明は、撮像手段と、この撮像手段による撮像に
際し、光源光を取得する光源光取得手段と、この光源光取得手段により取得された光源光
を波長毎に分光する分光手段と、この分光手段による分光結果に基づいて第１の分光エネ
ルギー分布を取得する分光エネルギー分布取得手段と、第２の分光エネルギー分布を設定
する設定手段と、前記第１の分光エネルギー分布と前記第２の分光エネルギー分布とに基
づいてカラー変換フィルタ特性を算出して、前記撮像手段による撮像信号に対してＲ、Ｇ
、Ｂ毎に利得制御を行う利得制御手段と、を備えたことを特徴とする。
 
【００１８】
　また、請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、撮像光学系の分光透
過率を記憶する記憶手段を更に備え、前記分光エネルギー分布取得手段は、前記分光手段
による分光結果に加え前記記憶手段に記憶される分光透過率に基づいて前記第１の分光エ
ネルギー分布を取得することを特徴とする。
 
【００１９】
　また、請求項３記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、前記分光エネルギー
分布取得手段は、前記分光手段による分光結果に加え前記撮像手段の分光感度特性に基づ
いて前記第１の分光エネルギー分布を取得することを特徴とする。
 
【００２０】
　また、請求項４記載の発明は、上記請求項１乃至３の何れか記載の発明において、前記
利得制御手段は、前記撮像手段による撮像信号についてホワイトバランス調整を行うこと
を特徴とする。
 
【００２１】
　また、上記目的達成のため、請求項５記載の発明は、撮像手段と、この撮像手段による
撮像に際して光源光を取得し波長毎に分光する分光手段と、操作手段とを備えた撮像装置
が有するコンピュータを、前記分光手段による分光結果に基づいて第１の分光エネルギー
分布を取得する取得手段、前記操作手段による操作により第２の分光エネルギー分布を設
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定する設定手段、前記第１の分光エネルギー分布と前記第２の分光エネルギー分布とに基
づいてカラー変換フィルタ特性を算出して、前記撮像手段による撮像信号に対してＲ、Ｇ
、Ｂ毎に利得制御を行う利得制御手段、として機能させることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００４５】
　本発明によれば、光源光を波長毎に分光して第１の分光エネルギー分布を取得し、この
第１の分光エネルギー分布と設定された第２の分光エネルギー分布とに基づいて、撮像信
号に対してＲ、Ｇ、Ｂ毎に利得制御を行うので、特にホワイトバランスの向上、ユーザの
利便性の向上を図ることができる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００５９】
　以下、本実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　[第１の実施の形態]
Ａ．デジタルカメラの構成
　図１は、本発明の撮像装置を実現するデジタルカメラ１の電気的な概略構成を示すブロ
ック図である。
　デジタルカメラ１は、撮像レンズ２、駆動回路３、絞り兼用シャッタ４、垂直ドライバ
５、ＴＧ（timing generator）６、ＣＣＤ７、サンプルホールド回路８、アナログデジタ
ル変換器９、色分離回路１０、利得調整部１１、画像信号処理部１２、メモリ１３、制御
回路１４、表示部１５、キー入力部１６、プリズム回折格子１７、センサアレイ１８、ド
ライバー・アンプ１９、アナログデジタル変換器２０、エネルギー分布表メモリ２１、刺
激値演算部２２、ＲＯＭ２３、色度座標演算部２４、色温度演算部２５、ホワイトバラン
ス制御部２６、色度座標・色温度情報メモリ２７から構成されている。
【００６０】
　制御回路１４は、デジタルカメラ１の各部を制御するワンチップマイコンである。
　撮像レンズ２は、複数のレンズ群から構成されるフォーカスレンズ２ａ、ズームレンズ
２ｂ等を含む。そして、撮像レンズ２には、駆動回路３が接続されており、駆動回路３は
、制御回路１４から送られてくる制御信号にしたがって、フォーカスレンズ２ａ、ズーム
レンズ２ｂを光軸方向に移動させる。
【００６１】
　また、駆動回路３は、制御回路１４から送られてくる制御信号にしたがって、絞り兼用
シャッタを動作させ、つまり、絞りとシャッタ速度を調節して、撮像レンズを介して入射
される光の量を制御する。
　絞りとは、撮像レンズ２から入射してくる光の量を制限する機構のことをいい、シャッ
タ速度とは、時間によってＣＣＤ７に当てる光の量を制限する機構のことをいう。
【００６２】
　ＣＣＤ７は、垂直ドライバ５、ＴＧ６によって走査駆動され、一定周期毎に結像した被
写体像のＲＧＢ値の各色の光の強さを光電変換し、サンプルホールド回路８に出力する。
　サンプルホールド回路８は、ＣＣＤ７から送られてきたアナログ信号をＣＣＤ７の解像
度に適合した周波数でサンプリング（例えば、相関二重サンプリング）してアナログデジ
タル変換器９に出力する。なお、サンプリング後に自動利得調整（ＡＧＣ）を行うことも
ある。
　アナログデジタル変換回路９は、サンプリングされたアナログ信号をデジタル信号に変
換して色分離回路１０に出力する。
【００６３】
　色分離回路１０は、ＲＧＢデータを分離して、Ｒ成分のデータを利得調整部１１ｒに、
Ｇ成分のデータを利得調整部１１ｇに、Ｂ成分のデータを利得調整部１１ｂにそれぞれ出
力する。
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　利得調整部１１は、色分離回路から送られてきたそれぞれの、Ｒ・Ｇ・Ｂデータを、ホ
ワイトバランス制御部２６から送られてきた制御信号にしたがって、それぞれの利得を調
整し、画像信号処理部１２に出力する。
　画像信号処理部は、画素補間処理、γ補正処理等を含むカラープロセス処理を行い、Ｒ
ＧＢデータから輝度・色差マルチプレクス信号（以下、ＹＵＶ信号という）を生成する。
【００６４】
　メモリ１３は、ＤＲＡＭやＲＯＭ、フラッシュメモリを含む。ＤＲＡＭは、ＣＣＤ７に
よって撮像された後、デジタル化された被写体の画像データを一時記憶するバッファメモ
リとして使用されるとともに、制御回路１４のワーキングメモリとしても使用され、ＲＯ
Ｍは、制御回路１４の制御に必要なデータ、プログラム等が格納されている。また、フラ
ッシュメモリは、撮影された画像データを記録する画像メモリである。
【００６５】
　表示部１５はカラーＬＣＤとその駆動回路を含み、撮影待機状態にあるときにはＣＣＤ
２によって撮像された被写体をスルー画像として表示し、記録画像の再生時には、フラッ
シュメモリから読み出され伸張された記録画像を表示する。また、色度座標や分光分布特
性グラフや黒体輻射軌跡を示した図などを表示させる。この表示部１５は、本発明の表示
手段に相当する。
　キー入力部１６は、シャッタボタン、ブラケット撮影ボタン、実行キー、キャンセルキ
ー、十字キー、モードキー、ＤＩＳＰキー、Ｓｈｉｆｔキー、詳細ボタン等の複数の操作
キーを含み、ユーザのキー操作に応じた操作信号を制御回路１４に出力する。このキー入
力部１６は、補正間隔入力手段、設定手段、切替手段として機能する。
【００６６】
　プリズム回折格子１７は、入射された光を波長帯毎に分光してセンサアレイ１８に入射
する。このプリズム回折格子１７は、本発明の分光手段に相当する。
　センサアレイ１８は、ドライバー・アンプ１９によって駆動され、入射された波長帯毎
に分光された光を一定周期毎に光電変換しドライバー・アンプ１９に出力する。
　ドライバー・アンプ１９は、該光電変換された波長毎のアナログ信号を増幅し、アナロ
グデジタル変換器２０に出力する。
　アナログデジタル変換器２０は、入力されたアナログ信号をデジタル変換して、分光エ
ネルギー分布Ｌ（λｉ）を取得し、該取得した分光エネルギー分布の表データをエネルギ
ー分布表メモリ２１に記憶する。
【００６７】
　ＲＯＭ２３には、ＲＧＢ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）が記録されて
いる。
　刺激値演算部２２は、ＲＯＭ２３に記録されている等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λ
ｉ）及びエネルギー分布表メモリ２１に記憶されている分光エネルギー分布Ｌ（λi）を
読み出し（分光取得手段）、該読み出した等色関数と分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）とを
乗算し、各波長毎（λｉ）の乗算結果を波長領域のｎ帯域（ｉ＝０～ｎ－１）全体で総和
して３刺激値Ｒ、Ｇ、Ｂを算出する。
【００６８】
　具体的には、３刺激値Ｒ、Ｇ、Ｂは数１又は数２にしたがって求めることができる。数
２は、数１のｎ→∞としたときの式である。但し、積分（∫ＶＩＳ）は可視波長領域で取
るものとする。
【００６９】
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【数１】

【００７０】
【数２】

【００７１】
　そして、刺激値演算部２２は、該算出した３刺激値Ｒ、Ｇ、ＢからＸＹＺ表色系の３刺
激値Ｘ、Ｙ、Ｚに変換を行う。この変換は数３にしたがって行う。なお、ＲＯＭ２３にＸ
ＹＺ表色系に基づく等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ））を予め記録させておき、３
刺激値ＸＹＺを直接求めるようにしてもよい。
【００７２】

【数３】

【００７３】
　刺激値演算部２２は、ＸＹＺ表色系の３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚの算出を行うと、該算出した
３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを色度座標演算部２４に出力する。
　色度座標演算部２４は、入力された３刺激値から色度座標（ｘ、ｙ、ｚ）を数４にした
がって求める。
【００７４】
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【数４】

【００７５】
　色度座標演算部２４は、色度座標（ｘ、ｙ、ｚ）を算出すると、該算出した色度座標の
値を色温度演算部２５に出力する。また、該算出した色度座標の値を色度座標・色温度情
報メモリ２７に記憶させる。
　色温度演算部２５は、該入力された色度座標から色温度Ｔａ、及び、黒体輻射軌跡との
偏差Δｕｖ等を求める（色温度算出手段）。ここで、ホワイトバランス制御に用いられる
色温度Ｔａは、黒体の輻射時の温度と波長の関係を指標として、色度を黒体放射軌跡の色
度座標に相当する相関色温度（単位：Ｋ、ケルビン）で表したものである。
【００７６】
　色度座標から色温度Ｔａの算出方法について述べる。
　まず、プランクの放射則によれば、黒体輻射の放射エネルギー・スペクトルｅ（λ，Ｔ
）は、数５によって求めることができ、この数式を用いることにより、黒体輻射の各温度
での波長毎の分光エネルギーを求めることができる。
　但し、λ：光の波長、Ｔ：放射体の絶対温度、ｈ：プランク定数、ｋ：ボルツマン定数
、ｃ：真空中の光速、とする。
【００７７】
【数５】

【００７８】
　そして、上述したように該波長毎の分光エネルギーと該波長の等色関数を乗算して得ら
れた結果を、可視光領域の全体で総計（加算）して３刺激値を求め、色度座標が求まる。
この方法によれば、色温度Ｔａに対応する色度座標を求めることができるわけであり、逆
算を行うことにより色度座標から色温度Ｔａを求めることができる。
　また、図２に示すように、色度座標（ｘ、ｙ、ｚ）と色温度Ｔａの換算テーブルを予め
色温度演算部２５に記録させておき、この換算テーブルを用いて、色度座標に該当する色
温度Ｔａを求めるようにしてもよい。
　なお、ここでは、求めた色温度Ｔａを６５００Ｋとし、偏差Δｕｖの求めかたは周知技
術なので、ここでは説明を省略する。
【００７９】
　そして、色温度演算部２５は、色温度Ｔａを求めると、該色温度Ｔａの値をホワイトバ
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ランス制御部２６に出力し、色度座標・色温度情報メモリ２７に該色温度Ｔａ及び偏差Δ
ｕｖを記憶させる。
　制御回路１４は、色度座標・色温度情報メモリ２７に記憶されている偏差ΔｕｖがＲＯ
Ｍ２３に記録されている閾値より小さいか否かを判断し、小さいと判断すると許容範囲内
と判断し、ホワイトバランス制御部２６にホワイトバランスの制御を行う旨の制御信号を
送る。
　一方、制御回路１４は、偏差ΔｕｖがＲＯＭ２３に記録されている閾値より大きいと判
断した場合は、許容範囲外であると判断し、色温度測定のエラー処理を行う。
【００８０】
　ホワイトバランス制御部２６は、制御回路１４からホワイトバランスの制御を行う旨の
制御信号を受け取ると、利得調整部１１を制御することによりホワイトバランスを行う（
ホワイトバランス制御手段）。このホワイトバランスを行う方法は多種あるが、より精密
な色温度Ｔａの計測値に基づいてホワイトバランスを制御するには、色温度ＴａとＲＧＢ
成分の相対強度との特性データから求めた色温度Ｔａに該当するＲＧＢ信号の利得制御量
を相対強度の逆数から求めて、利得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランス
を行う。
　図３は、色温度ＴａとＲＧＢ成分の相対強度（５０００Ｋを基準とした場合）を示した
ものである。現在の色温度Ｔａは、図に示すように６５００Ｋであり、ＲＧＢ成分のそれ
ぞれの相対強度は、１．１４、１．００、０．７６であることがわかる。
【００８１】
　図４は、色温度６５００Ｋを色温度５０００Ｋとなるように、利得調整部１１を制御す
るときの様子を示したものである。
　色温度演算部２５が、検出した色温度６５００Ｋをホワイトバランス制御部２６に出力
すると、ホワイトバランス制御部２６は、Ｒ成分、Ｇ成分、Ｂ成分のそれぞれの相対強度
の逆数（Ｒ成分；１／０．７６、Ｇ成分；１、Ｂ成分；１／１．１４）に相当する利得制
御量となるように利得調整部１１ｒ、１１ｇ、１１ｂを制御する。
　そして、ＣＣＤ７によって撮像されたＲＧＢ成分は、色分離回路１０によってＲ成分、
Ｇ成分、Ｂ成分に分離され、Ｒ成分は利得調整部１１ｒで１／０．７６倍に増幅され、Ｇ
成分は利得調整部１１ｇで１倍に増幅され、Ｂ成分は利得調整部１１ｂで１／１．１４倍
に増幅され、それぞれのＲＧＢ成分が画像信号処理部１２に送られる。
　なお、求めた色度座標を元にホワイトバランスを行うようにしてもよい。
【００８２】
Ｂ．デジタルカメラ１の動作
　第１の実施の形態におけるデジタルカメラ１の動作を図５のフローチャートにしたがっ
て説明する。
　測光処理を行い（ステップＳ１）、プリズム回折格子１７によって波長毎に分光された
光をセンサアレイ１８、ドライバー・アンプ１９により受光されたアナログ信号をアナロ
グデジタル変換器２０でデジタル信号に変換して、光源光の分光エネルギー分布Ｌ（λｉ
）を取得し、該取得した光源光の分光エネルギー分布の表データをエネルギー分布表メモ
リ２１に記憶する（ステップＳ２）。
　ここで、図６（ａ）は、プリズム回折格子１８を介してセンサアレイ１９等に入射され
る波長毎の分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）の例を表したものであり、図６（ｂ）は、エネ
ルギー分布表メモリに記憶される分光エネルギー分布表の例を示したものである。
【００８３】
　波長別の分光エネルギー分布表Ｌ（λｉ）の取得を行うと、取得した分光エネルギー分
布Ｌ（λｉ）とＲＯＭ２３に記録されているＲＧＢ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）
、（λｉ）から３刺激値Ｒ、Ｇ、Ｂの算出を行う（ステップＳ３）。この算出は、等色関
数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）とエネルギー分布表メモリに記憶されている分光エネル
ギー分布Ｌ（λｉ）とを乗算し、各波長毎（λｉ）の乗算結果を波長領域のｎ帯域（ｉ＝
０～ｎ－１）全体で総和して３刺激値Ｒ、Ｇ、Ｂを算出する。
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【００８４】
　具体的には、数１又は数２にしたがって３刺激値Ｒ、Ｇ、Ｂを算出することができる。
　図７（ｃ）は、ＲＧＢ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）を示したもので
あり、ＲＯＭ２３には、図７（ｄ）に示すような等色関数表のデータが記録されている。
【００８５】
　次いで、３刺激値ＲＧＢの算出を行うと、ＲＧＢ表色系の３刺激値Ｒ、Ｇ、ＢをＸＹＺ
表色系の３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚに変換する（ステップＳ４）。この変換は、数３にしたがっ
て行うことができる。
　なお、ＲＯＭ２３に、予めＸＹＺ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）を記
録しておき、分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）とＸＹＺ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ
）、（λｉ）とから直接ＸＹＺ表色系の３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを算出するようにしてもよい
。
　図８（ｅ）は、ＸＹＺ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）を示したもので
あり、ＲＯＭ２３には、図８（ｆ）にしめすような等色関数表データを記録しておく。
【００８６】
　次いで、算出した３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚから色度座標（ｘ、ｙ、ｚ）を数４にしたがって
算出する（ステップＳ５）。
　次いで、色度座標（ｘ、ｙ、ｚ）から色温度Ｔａ、黒体輻射軌跡との偏差Δｕｖの算出
を行う（ステップＳ６）。この算出方法としては、上述したプランクの放射則により黒体
輻射の各温度での波長毎の分光エネルギーを求め、波長毎の分光エネルギーと当該波長毎
の等色関数とを乗算した結果を、可視光領域全体で総計（加算）して３刺激値を求めてか
ら、色度座標を算出することにより色温度に該当する色度座標を求めるという方法を逆算
することにより色度座標に該当する色温度Ｔａを算出することができる。ここでは、求め
た色温度Ｔａは６５００Ｋ（ケルビン）とする。なお、色温度の単位は、ＭＩＲＥＤやＬ
Ｂ指数等のほかの単位であってもよい。
　また、図２に示すような色温度と色度座標の換算テーブルを予め色温度演算部２７に記
録しておくことにより、この色温度と色度座標の換算テーブルを用いて色度座標から色温
度Ｔａを求めるようにしてもよい。
　なお、偏差Δｕｖの算出方法は周知技術なのでここでは説明を省略する。
【００８７】
　次いで、求めた偏差Δｕｖが許容範囲内であるか否かの判断を行う（ステップＳ７）。
この判断は、予めＲＯＭ２３に記録されている閾値より小さいか否かを判断し、小さい場
合は許容範囲内であると判断し、大きい場合は許容範囲外であると判断する。
　許容範囲外であると判断すると、色温度の測定が失敗した旨を報知するエラー表示を行
う。
【００８８】
　一方、許容範囲内であると判断すると、色温度や色度座標を元に、撮像信号のホワイト
バランスの制御を行う（ステップＳ８）。
　このホワイトバランスの制御の方法は多種あるが、より精密な色温度Ｔａの計測値に基
づいてホワイトバランスを制御するには、色温度ＴａとＲＧＢ成分の相対強度との特性デ
ータから求めた色温度Ｔａに該当するＲＧＢ信号の利得制御量を相対強度の逆数から求め
て、利得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランスを行う。
【００８９】
　以上のように、第１の実施の形態においては、光源の分光分布特性を計測する分光手段
を設けて、光源光のエネルギー量の分光分布と、等色関数とから３刺激値を算出し、該算
出した３刺激値から色度座標を算出し、該算出した色度座標から色温度を求めるので、高
精度な色温度に基づき精密なＷＢを行うことができる。
　また、光源毎の識別手段や色温度検出手段等を個々に設ける必要もなく、３波長型蛍光
灯など多様な光源や複数光源が混在した場合でもそのまま対応することができる。
　また、色度座標や色温度を求めてホワイトバランスを行うので、蛍光灯などの光源でも
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、ケルビンやＭＩＲＥＤ、ＬＢ指数など、具体的な色温度単位や、色度座標で指定したＷ
Ｂ設定やＷＢブラケティング撮影なども可能となる。つまり、ユーザが具体的な色度座標
、色温度を入力したり選択したりすると、該入力、選択された色度座標、色温度となるよ
うにホワイトバランスを行うことが可能となる。
【００９０】
　なお、第１の実施の形態においては、ＸＹＺ表色系の３刺激値ＸＹＺから色度座標を算
出するようにしたが、ＸＹＺ表色系の３刺激値ＸＹＺを求めることなく、そのまま、ＲＧ
Ｂ表色系の３刺激値ＲＧＢから色度座標を求めるようにしてもよい。
　また、明所視での比視感度特性に基づく等色関数に替えて、暗所視や色弱者の比視感度
特性に基づく等色関数に設定して、それらの場合の刺激値や色度座標、色温度を算出する
ようにしてもよい。
【００９１】
　また、分光部をプリズム回折格子１７で説明したが、反射型や凹面鏡型の回折格子など
の他の光学的分光手段や分光手段を用いるようにしてもよい。
　また、センサアレイ１８は、特許第２５３２２５５号に記載されたような分光光度計用
のフォトダイオード・アレイ等で構成してもよい。また、カメラ測距センサや合焦検出セ
ンサ、測光センサ等に用いられるライン型イメージセンサやフォトセンサなどで構成する
ようにしてもよいし、それらと兼用して構成してもよい。
【００９２】
　また、ユーザによってホワイトバランス設定モードを設けて、ユーザによって入力され
た色度座標、色温度等に基づいてホワイトバランスの調整を行うようにしてもよい。この
場合には、上述したようにホワイトバランスが行なわれた後の、利得調整部１１から出力
される撮像信号から分光エネルギー分布を求め、該求めた分光エネルギー分布から上述し
たように色度座標（撮像信号の色度座標）を求め、該求めた撮像信号の色度座標がユーザ
によって入力された色度座標となるように利得調整部１１を制御することによりホワイト
バランスを行う。
　また、ユーザによって色温度が入力された場合には、撮像信号の色度座標から上述した
ように色温度を求め、該求めた撮像信号の色温後が該ユーザによって入力された色温度と
なるように利得調整部１１を制御することによりホワイトバランスを行う。
【００９３】
　次に、第1の実施の形態の変形例について説明する。
　高速連写機能など、計測所要時間や撮影時間間隔を短くする場合にも連続的に色温度を
計測し自動ＷＢ制御をできるようにするというものである。
【００９４】
　［変形例１］
Ｃ．デジタルカメラ１の動作
　以下、変形例１におけるデジタルカメラ１の動作を図９のフローチャートにしたがって
説明する。
　ステップＳ２１で、高速ホワイトバランス処理を行うか否かを判断する（第１の判断手
段）。この判断は、ユーザのキー入力部１６の操作により、高速連写モードや、動画撮影
モードに設定された場合等、高速ホワイトバランス処理が必要なモードに設定されている
場合には、高速ホワイトバランス処理を行うと判断する。
【００９５】
　高速ホワイトバランス処理を行うと判断すると、計測波長間隔、分解能を荒く設定する
（ステップＳ２２）。
　通常ならば分光部やセンサアレイの分解能は、波長約５～１０ｎｍ単位毎とし、これを
可視光の約３７０～７８０ｎｍにわたる計４０～８０帯域以上の分光分布データを検出で
きるように構成するのが望ましいが、高速連写機能など、計測所要時間や撮影時間間隔を
短くする場合にも連続的に色温度を計測し自動ＷＢ制御をできるようにするために、高速
ホワイトバランス処理を行うと判断すると、センサアレイ１８の分割数や分解能や読み出
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し波長間隔を、例えば、２０～５０ｎｍ単位毎に荒く設定する。
【００９６】
　次いで、測光処理を行い（ステップＳ２３）、ステップＳ２２で設定された粗い波長単
位毎となるようにセンサアレイ１８を間引いて読み出したり、粗い波長単位毎（例えば、
２０～３０ｎｍ単位毎）で分光計測したりして、粗い刻みの分光エネルギー分布Ｌ´（λ
ｉ）を取得し、該取得した粗い刻みの分光エネルギー分布の表データをエネルギー分布表
メモリ２１に記憶する（ステップＳ２４）。
　次いで、エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている粗い刻みの分光エネルギー分布
Ｌ´（λｉ）から粗い精度の３刺激値を算出する（ステップＳ２５）。
【００９７】
　一方、高速ホワイトバランス処理を行わないと判断すると、計測波長間隔、分解能を細
かく設定する（ステップＳ２６）。つまり、センサアレイの分割数や分解能や読み出し波
長間隔を５～１０ｎｍ単位毎に細かく設定する。言い換えれば、通常の波長間隔、分解能
に設定する。
　次いで、測光処理を行い（ステップＳ２７）、ステップ２６で設定された細かい刻みの
（通常の）分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）を取得し、該取得した細かい刻みの分光エネル
ギー分布の表データをエネルギー分布表メモリ２１に記憶する（ステップＳ２８）。
　次いで、分光エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている細かい刻みの（通常の）分
光エネルギー分布Ｌ（λｉ）から高い精度の３刺激値を算出する（ステップＳ２９）。
【００９８】
　ステップＳ２５又はステップＳ２９で３刺激値を算出すると、該算出した３刺激値から
色度座標を算出する（ステップＳ３０）。
　次いで、該算出した色度座標から色温度を求め（ステップＳ３１）、該求めた色温度を
元に、利得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランスを行う（ステップＳ３２
）。
　以上のように、変形例１では、高速ホワイトバランス処理を行うか否かを判断し、高速
ホワイトバランス処理を行うと判断すると、波長間隔、分解能を荒く設定してホワイトバ
ランスの制御を行うので、高速にホワイトバランス処理を行うことができる。
　なお、スルー画像表示中の場合にも高速ホワイトバランスを行うと判断するようにして
もよい。
【００９９】
　［変形例２］
Ｄ．デジタルカメラ１の動作
　以下、変形例２におけるデジタルカメラ１の動作を図１０のフローチャートにしたがっ
て説明する。
　ステップＳ５１で、計測波長間隔、分解能を荒く設定する。例えば、センサアレイの分
割数や分解能や読み出し波長間隔を２０～５０ｎｍ単位毎に荒く設定する。
【０１００】
　次いで、測光処理を行い（ステップＳ５２）、ステップＳ５１で設定された粗い波長単
位毎となるようにセンサアレイ１８を間引いて読み出したり、粗い波長単位毎（例えば、
２０～５０ｎｍ単位毎）で分光計測したりして、粗い刻みのエネルギー分布Ｌ´（λｉ）
を取得し、該取得した粗い刻みの分光エネルギー分布の表データをエネルギー分布表メモ
リ２１に記憶する（ステップＳ５３）。
　次いで、エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている粗い刻みの分光エネルギー分布
Ｌ´（λｉ）から粗い精度の３刺激値を算出する（ステップＳ５４）。
【０１０１】
　次いで、該算出した３刺激値から色度座標を算出し（ステップＳ５５）、該算出した色
度座標から精度の粗い色温度を求める（ステップＳ５６）。
　次いで、該求めた色温度が予めＲＯＭ２３等に記録されている所定値より小さいか否か
の判断を制御回路１４が行う（ステップＳ５７）。この機能は、本発明の第２の判断手段
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に相当する。
【０１０２】
　ステップＳ５６で求めた色温度が所定値より小さくない、つまり、大きいと判断すると
（ステップＳ５７でＮに分岐）、ステップＳ５６で求められた精度の粗い色温度を元に、
利得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランスを行う（ステップＳ６４）。
　色温度が５０００Ｋ以上など高い場合には、色温度が多少変わっても視覚に感じられる
色の変化は少ないので、粗い波長単位毎から求めた色温度でも十分だからである。
【０１０３】
　一方、ステップＳ５６で求めた色温度が所定値より小さいと判断すると（ステップＳ５
７でＹに分岐）、計測波長間隔、分解能を細かく設定する（ステップＳ５８）。つまり、
センサアレイの分割数や分解能や読み出し波長間隔を５～１０ｎｍ単位毎に細かく設定す
る。言い換えれば、通常の波長間隔、分解能に設定する。
【０１０４】
　次いで、測光処理を行い（ステップＳ５９）、ステップ２６で設定された細かい刻みの
（通常の）分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）を取得し、該取得した細かい刻みの分光エネル
ギー分布の表データをエネルギー分布表メモリ２１に記憶する（ステップＳ６０）。
　次いで、分光エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている細かい刻みの（通常の）分
光エネルギー分布Ｌ（λｉ）から高い精度の３刺激値を算出する（ステップＳ６１）。
【０１０５】
　次いで、ステップＳ６１で算出した３刺激値から色度座標を算出し（ステップＳ６２）
、該算出した色度座標から精度の高い色温度を求める（ステップＳ６３）。
　次いで、ステップＳ６４に進み、ステップＳ６３で求めた色温度を元に、利得調整部１
１を制御することにより、ホワイトバランスを行う。
　色温度が２０００Ｋ～３０００Ｋと低くなると、色温度の変化による感じる色の変化が
大きくなるからである。したがって、粗い刻みの波長間隔では、適切なホワイトバランス
の処理を行うことができないので、細かい刻み（通常の）波長間隔から色温度を求めてか
ら、ホワイトバランスの制御を行う必要があるからである。
　以上のように変形例２では、まず、波長間隔、分解能を荒く設定して色温度を求め、該
求めた色温度が所定値より大きければ、該求めた色温度を元にホワイトバランス制御を行
うでの、高速にホワイトバランス制御を行うことができる。
【０１０６】
　［第２の実施の形態］
　次に、第２の実施の形態について説明する。
　第２の実施の形態は、ユーザによって設定された撮影条件にしたがってＷＢブラケット
撮影を行うというものである。
【０１０７】
Ｅ．デジタルカメラ１の構成
　第２の実施の形態も、図１に示したものと同様の構成を有するデジタルカメラ１を用い
ることにより本発明の撮像装置を実現する。
　まず、第２の実施の形態のデジタルカメラ１における、特徴となる構成の機能について
説明する。
【０１０８】
　制御回路１４は、ユーザのキー入力部９の操作によりＷＢブラケット設定モードに設定
され、ブラケット撮影用の撮影条件である補正間隔、補正順序、補正枚数が入力されると
、該入力されたブラケット撮影の撮影条件の設定を行う。
　ここで、補正間隔とは、ブラケット撮影でブラケティングされていくホワイトバランス
の条件（色度座標、色温度など）の間隔のことをいう。例えば、色度座標（ｘ、ｙ）をブ
ラケティングさせていくことにより、ＷＢブラケット撮影を行う場合は、補正間隔が（Δ
ｘ、Δｙ）となる。また、ケルビン、ミレッド、ＬＢ指数などの色温度をブラケティング
させていくことにより、ＷＢブラケット撮影を行う場合には、補正間隔がΔＫ（ケルビン
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）、ΔＭ（Ｍｉｒｅｄ）、ΔＬＢ（ＬＢ指数）等となる。ΔＫが２００Ｋの場合には、色
温度を２００Ｋずつブラケティングさせて被写体を撮影することとなる。
【０１０９】
　また、補正順序には、上り方向（＋方向）、下り方向（－方向）、０＋－順、０－＋順
などがある。例えば、０を補正のない初期の被写界深度条件とすれば、上り方向（＋方向
）の場合は、・・→（－２補正間隔）→（－１補正間隔）→（０、補正なし）→（＋１補
正間隔）→（＋２補正間隔）→・・の順となり、下り方向（－方向）の場合は、・・→（
＋２補正間隔）→（＋１補正間隔）→（０、補正なし）→（－１補正間隔）→（－２補正
間隔）→・・の順となる。
　また、０＋－順の場合は、（０、補正なし）→（＋１補正間隔）→（＋２補正間隔）→
・・→（－１補正間隔）→（－２補正間隔）→・・・の順となり、０－＋順の場合は、（
０、補正なし）→（－１補正間隔）→（－２補正間隔）→・・→（＋１補正間隔）→（＋
２補正間隔）→・・の順となる。
　また、補正枚数とは、ブラケット撮影により一度に連続撮影する回数のことをいう。
【０１１０】
　例えば、現在の色温度がＭ（Ｍｉｒｅｄ）の場合に、ユーザによって補正間隔（ΔＭ）
、補正順序（上り順）、補正枚数（５枚）と設定された場合には、ブラケティング撮影す
る１枚目の画像は、色温度が（Ｍ－２ΔＭ）となるように利得調整部１１を制御すること
によりホワイトバランスを行って撮影を行う。そして、２枚目の画像は、色温度が（Ｍ－
ΔＭ）となるように利得調整部１１を制御することによりホワイトバランスを行って撮影
を行う。同様に３枚目は色温度が（Ｍ）となり、４枚目は色温度が（Ｍ＋ΔＭ）、５枚目
は色温度が（Ｍ＋２ΔＭ）となるような利得調整部１１を制御することによりホワイトバ
ランスを行って被写体の連続撮影を行う。
　このブラケット撮影により被写体を連続して撮影する機能は、本発明の連続撮影制御手
段に相当する。
【０１１１】
Ｆ．デジタルカメラ１の動作
　第２の実施の形態におけるデジタルカメラ１の動作を図１１～図１４に示すフローチャ
ートにしたがって説明する。
【０１１２】
　ユーザのキー入力部９の操作によりモードが設定されると、設定されたモードが撮影モ
ードであるか否かを判断する（ステップＳ１０１）。
　撮影モードでない場合は、現在設定されたモードが設定モードであるか否かを判断する
（ステップＳ１０２）。
【０１１３】
　設定モードでない場合は、その他のモード処理を行い、設定モードである場合にはＷＢ
ブラケット設定モードであるか否かを判断する（ステップＳ１０３）。
　ＷＢブラケット設定モードでない場合は、その他の設定モードで処理を行い、ＷＢブラ
ケット設定モードである場合には、ユーザによって入力されたブラケット撮影用の撮影条
件である色温度の補正間隔ΔＭ、補正順序、補正枚数ｉ（ｉ＝２ｋ＋１）を設定して（ス
テップＳ１０４）、ステップＳ１０１に戻る。ここで補正間隔（ΔＭ＝２０Ｍｉｒｅｄ）
、補正順序を上り順、補正枚数ｉ（ｉ＝２ｋ＋１）を３枚と設定したものとする。また、
補正枚数ｉ（ｉ＝２ｋ＋１＝３）であるから、ｋ＝１となる。
【０１１４】
　ステップＳ１０１で現在設定されたモードが撮影モードであると判断すると（ステップ
Ｓ１０１でＹに分岐）、露出条件などの撮影条件を設定し（ステップＳ１０５）、測光処
理を行う（ステップＳ１０６）。
　そして、エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている光源の分光エネルギー分布Ｌ（
λ）から色度座標、色温度を求める（ステップＳ１０７）。この色度座標、色温度の算出
方法については第１の実施の形態で述べたとおりである。
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　そして、該算出した色温度に基づいてホワイトバランス処理を行う（ステップＳ１０８
）。なお、光源の分光エネルギー分布又は求めた色度座標に基づいてホワイトバランス処
理を行うようにしてもよい。
【０１１５】
　そして、ズーム処理、ＡＦ処理などを行い（ステップＳ１０９）、撮影条件などの撮影
情報をスルー画像とともに表示部１５に表示させる（ステップＳ１１０）。撮影情報とは
、絞り値、シャッタ速度の一般的な撮影条件のほか、現在の色温度、色度座標、黒体複写
奇跡、及び色度図などのことをいう。例えば、図２２（ｖ）、図２３（ｘ）に示すような
色度図、色度座標や黒体輻射軌跡などを表示させる。
　そして、現在撮像している被写体の撮影を行うか否かを判断する（ステップＳ１１１）
。この判断は、シャッタボタンの操作、若しくはブラケット撮影ボタンの操作に対応する
操作信号がキー入力部９から送られてきたか否かにより判断する。
　撮影を行わないと判断すると（ステップＳ１１１でＮＯに分岐）、ステップＳ１２４に
進み、その他のキー処理、表示処理などを行う。
【０１１６】
　一方、撮影を行うと判断すると（ステップＳ１１１でＹに分岐）、ＷＢブラケット撮影
であるか否かを判断する（ステップＳ１１２）。
　この判断は、ブラケティング撮影ボタンの操作に対応する操作信号がキー入力部１６か
ら送られてきたか否かにより判断する。なお、静止画撮影用のシャッタボタンとブラケテ
ィング撮影ボタンを別個に設けたが、予めユーザがブラケティング撮影を行う旨を指示し
ておき、シャッタボタンを押下するとブラケティング撮影を行うようにしてもよい。
【０１１７】
　ＷＢブラケット撮影でないと判断するとその他の撮影処理を行い、ＷＢブラケット撮影
であると判断すると、現在のＷＢ処理により設定されている色温度Ｍ０の算出を行う（補
正色温度算出手段）（ステップＳ１１３）。この色温度Ｍ０の算出は、利得調整部１１ｒ
、１１ｇ、１１ｂから出力されたＲＧＢ成分から分光エネルギー分布を求め、第１の実施
の形態で説明したように分光エネルギー分布から色度座標を求めてから色温度Ｍ０を求め
る。ここでは、求めた色温度が（Ｍ０＝２００Ｍｉｒｅｄ）であったとする。
【０１１８】
　次いで、ユーザによって設定されたブラケット撮影の撮影条件の補正順序が上り順であ
るか否かを判断する（ステップＳ１１４）。
　ここではステップＳ１０４で補正順序を上り順と設定したので、上り順のＷＢの色温度
の初期値Ｍ１の設定を行う（ステップＳ１１５）。
　ここで、上り順の初期値Ｍ１は、「Ｍ１＝Ｍ０－ｋ・ΔＭ」である。
　したがって、ここでは、初期値Ｍ１は、「Ｍ１＝２００－１・２０＝１８０Ｍｉｒｅｄ
」となる。但し、Ｍ０＝２００Ｍｉｒｅｄ、ΔＭ＝２０Ｍｉｒｅｄであり、ｋ＝１である
。
　次いで、撮影順序ｍを「ｍ＝＋１」として設定して（ステップＳ１１６）、ステップＳ
１２０に進む。
【０１１９】
　一方、ステップＳ１１４で上り順でない場合は、補正順序が下り順であるか否かを判断
する（ステップＳ１１７）。
　下り順である場合には、下り順のＷＢの色温度の初期値Ｍ１の設定を行う（ステップＳ
１１８）。
　ここで、下り順の初期値Ｍ１は、「Ｍ１＝Ｍ０＋ｋ・ΔＭ」である。
　したがって、この場合には初期値Ｍ１は、「Ｍ１＝２２０Ｍｉｒｅｄ」となる。
　次いで、撮影順序ｍを「ｍ＝－１」と設定して（ステップＳ１１９）、ステップＳ１２
０に進む。
【０１２０】
　ステップＳ１２０に進むと、撮影枚数ｎを「ｎ＝２ｋ＋１」、撮影済枚数ｊを「ｊ＝０
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」と設定する。ここで、ｋ＝１（ステップＳ５４で補正枚数ｉ（ｉ＝２ｋ＋１＝３枚）と
設定しているので）であるから、撮影枚数ｎは「ｎ＝２・１＋１＝３枚」となる。
　次いで、ＷＢ補正撮影処理を行う（ステップＳ１２１）。ここで、ＷＢ補正撮影処理の
動作を図１４のフローチャートにしたがって説明する。
【０１２１】
　ＷＢ補正撮影処理を開始すると、図１４のステップＳ１５１に進み、これからＷＢブラ
ケット撮影により撮影しようとする補正色温度Ｍの設定を行う（設定手段）。この設定さ
れる補正色温度Ｍは、「Ｍ＝Ｍ１＋ｍ・ｊ・ΔＭ」である。
　したがって、ここでは、補正順序を上り順と設定しているので、「Ｍ１＝１８０Ｍｉｒ
ｅｄ」であることから、補正色温度Ｍは「Ｍ＝１８０Ｍｉｒｅｄ」となる。但し、「ｍ＝
＋１」、「ｊ＝０」、「ΔＭ＝２０Ｍｉｒｅｄ」である。
【０１２２】
　次いで、ステップＳ１５２で、該設定した色温度Ｍ（＝１８０Ｍｉｒｅｄ）となるよう
に、利得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランス処理を行う（ホワイトバラ
ンス補正制御手段）。
　次いで、設定した撮影条件で被写体を撮影し、撮影した画像データをＤＲＡＭに記憶し
（ステップＳ１５３）、ＤＲＡＭに記憶した該画像データをフラッシュメモリに記録する
（ステップＳ１５４）。
【０１２３】
　画像データをフラッシュメモリに記録すると、図１２のフローチャートのステップＳ１
２２に進み、撮影済枚数ｊを「ｊ＝ｊ＋１」と設定する。ここでは、ｊ＝０であったので
、新に設定された撮影済枚数ｊは「ｊ＝１」となる。
　次いで、撮影済枚数ｊが撮影枚数ｎ以上か否かを判断する（ステップＳ１２３）。ここ
では、ｊ＝１であり、ｎ＝３であるので、撮影済枚数ｊは撮影枚数ｎより小さいと判断し
、ステップＳ１２１に戻りＷＢ補正撮影処理を行う。
　つまり、図１４のステップＳ１５１で補正色温度Ｍを、「Ｍ＝２００Ｍｉｒｅｄ」と設
定し（設定手段）、設定した補正色温度Ｍとなるようにホワイトバランス処理を行いって
から被写体を撮影し、該撮影した画像データをフラッシュメモリに記録する（ステップＳ
１５２～ステップＳ１５４）。
【０１２４】
　そして、図１２のステップＳ１２２に進み、撮影済枚数ｊを「ｊ＝ｊ＋１＝１＋１＝２
」と設定し、撮影済枚数ｊ（ｊ＝２）が撮影枚数ｎ（ｎ＝３）以上か否かを判断し、ｊは
ｎより小さいので、また、ステップＳ１２１に戻る。この動作を撮影済枚数ｊが撮影枚数
ｎ以上と判断するまで繰り返す。
　このループ（ステップＳ１２１～ステップＳ１２３）により撮影される画像の色温度は
、１枚目が１８０Ｍｉｒｅｄ、２枚目が２００Ｍｉｒｅｄ、３枚目が２２０Ｍｉｒｅｄと
なる。
【０１２５】
　また、下り順の場合には、このループにより撮影される画像の色温度は、１枚目が２２
０Ｍｉｒｅｄ、２枚目が２００Ｍｉｒｅｄ、３枚目が１８０Ｍｉｒｅｄとなることから、
下り順と上り順とでは撮影される順序が逆であることがわかる。
　そして、撮影済枚数ｉが撮影枚数以上であると判断すると（ステップＳ１２３でＹに分
岐）、その他のキー処理、表示処理を行う（ステップＳ１２４）。
【０１２６】
　一方、ステップＳ１１７で、補正順序が下り順でないと判断すると、図１３のステップ
Ｓ１２５に進み、補正順序が０＋－順であるか否かを判断する。
　０＋－順でないと判断すると、その他の処理、つまり、その他の補正順序で被写体を撮
影する。
　一方、０＋－順であると判断すると、ＷＢの色温度の初期値Ｍ１を「Ｍ１＝Ｍ０」と設
定する（ステップＳ１２６）。したがって、初期値Ｍ１＝２００Ｍｉｒｅｄとなる。
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【０１２７】
　次いで、撮影順序ｍを「ｍ＝＋１」と設定し（ステップＳ１２７）、撮影枚数ｎを「ｎ
＝ｋ＋１」と、撮影済枚数ｊを「ｊ＝０」と設定する（ステップＳ１２８）。ここで、ｋ
＝１なので、撮影枚数ｎは「２」と設定される。
　次いで、ステップＳ１２９に進み、ＷＢ補正撮影処理を行う。
　ＷＢ補正撮影処理は上述したように、図１４のステップＳ１５１に進み、ＷＢブラケッ
ト撮影の補正色温度の設定を行う。
　ここで、設定される補正色温度Ｍは、「Ｍ＝Ｍ１＋ｍ・ｊ・ΔＭ」なので、補正色温度
Ｍは、「Ｍ＝２００Ｍｉｒｅｄ」となる。但し、Ｍ１＝２００Ｍｉｒｅｄ、ｍ＝＋１、ｊ
＝０、ΔＭ＝２０Ｍｉｒｅｄである。
　次いで、該設定した色温度Ｍ（＝２００Ｍｉｒｅｄ）となるように、利得調整部１１を
制御することにより、ホワイトバランス処理を行う（ステップＳ１５２）。
　次いで、設定した撮影条件で被写体を撮影し、撮影した画像データをＤＲＡＭに記憶し
（ステップＳ１５３）、ＤＲＡＭに記憶した該画像データをフラッシュメモリに記録する
（ステップＳ１５４）。
　次いで、図１３のステップＳ１３０に進み、ｊを「ｊ＝ｊ＋１＝０＋１＝１」と設定し
、撮影済枚数ｊ（ｊ＝１）が撮影枚数ｎ（ｎ＝２）以上か否かを判断する（ステップＳ１
３１）。ここでは、ｊはｎより小さいので、ステップＳ１２９に進み上記した動作を繰り
返す。
【０１２８】
　このループにより撮影される画像の色温度は、１枚目が２００Ｍｉｒｅｄとなり、２枚
目が２２０Ｍｉｒｅｄとなる。
　そして、２枚目の画像が撮影されると、撮影済枚数ｊは２となるので（ｊ＝１＋１＝２
）、ステップＳ１３１で撮影済枚数ｊ（ｊ＝２）は撮影済枚数ｎ（ｎ＝２）以上と判断し
、ステップＳ１３２に進む。
【０１２９】
　ステップＳ１３２に進むと、撮影順序ｍを「ｍ＝－１」と設定し、撮影枚数ｎを「ｎ＝
ｋ」と、撮影済枚数ｊを「ｊ＝１」と設定する（ステップＳ１３３）。ここで、ｋ＝１な
ので、撮影枚数ｎは「１」と設定される。
　次いで、ステップＳ１３４に進み、ＷＢ補正撮影処理を行う。
【０１３０】
　つまり、図１９のステップＳ１５１に進み、ＷＢブラケット撮影の補正色温度Ｍの設定
を行う。
　ここで、設定される補正色温度Ｍは、「Ｍ＝Ｍ１＋ｍ・ｊ・ΔＭ」なので、補正色温度
Ｍは、「Ｍ＝１８０Ｍｉｒｅｄ」となる。但し、Ｍ１＝２００Ｍｉｒｅｄ、ｍ＝－１、ｊ
＝１、ΔＭ＝２０Ｍｉｒｅｄである。
　次いで、該設定した色温度Ｍ（＝１８０Ｍｉｒｅｄ）となるようにホワイトバランス処
理を行ってから被写体を撮影し、該撮影した画像データをフラッシュメモリに記録する（
ステップＳ９２～ステップＳ９５）。
【０１３１】
　次いで、図１２のステップＳ１３５に進み、撮影済枚数ｊを「ｊ＝ｊ＋１＝１＋１＝２
」と設定し、撮影済枚数ｊ（ｊ＝２）が撮影枚数ｎ（ｎ＝１）以上か否かを判断する（ス
テップＳ１３６）。ここでは、撮影済枚数ｊは撮影枚数ｎより大きいので、撮影済枚数ｊ
は撮影枚数ｎ以上であると判断し、図１２のステップＳ１２４に進み、その他のキー処理
、表示処理を行う。
　補正順序が０＋－順の場合に撮影される画像の色温度は、１枚目が２００Ｍｉｒｅｄ、
２枚目が２２０Ｍｉｒｅｄ、３枚目が１８０Ｍｉｒｅｄとなる。
【０１３２】
　以上のように、第２の実施の形態においては、ユーザが設定した補正間隔、補正順序、
補正枚数にしたがって、ホワイトバランスブラケット撮影を行うので、撮影ごとに撮影条
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件（ホワイトバランスの撮影条件）を変えて撮影しなくても、ホワイトバランスの異なる
画像を一度に複数撮影することができる。
　また、ホワイトバランスの補正間隔などをユーザが自由に設定することができるので、
ユーザは所望の画像を得ることができる。
　また、自動的に設定されたホワイトバランスがユーザの好みとなっていない場合であっ
ても、ブラケット撮影した複数の中から、所望のホワイトバランスを有する画像を得るこ
とができるので、好みのホワイトバランスを有する画像を得る確率が高くなり、シャッタ
チャンスを逃すことがない。
【０１３３】
　なお、ユーザが予め基準となる色温度などを設定しておき、その設定された色温度を基
準に色温度をブラケティングさせてブラケット撮影を行うようにしてもよい。
　また、色温度やＬＢ指数の補正間隔を設定するのではなく、色度座標の補正間隔（Δｘ
、Δｙ）などを設定しておき、色度座標をブラケティングさせることによりブラケット撮
影を行うようにしてもよい。
【０１３４】
　また、ブラケット撮影によって連続撮影される複数の画像の色度座標や色温度を個々に
設定することができるようにしてもよい。つまり、この場合には、ブラケティング撮影で
なく、撮影条件の異なる画像を複数枚連続して撮影するということになる。例えば、１枚
目の画像の色温度は２００Ｍｉｒｅｄ、２枚目の画像の色温度は２５０Ｍｉｒｅｄ、３枚
目の画像の色温度は１９０Ｍｉｒｅｄというようになる。
【０１３５】
　また、ＷＢブラケット撮影は、連続して被写体を撮影するので、高速ホワイトバランス
を行うと判断し、第１の実施の形態の変形例１に示したように、波長間隔、分解能が粗い
分光エネルギー分布を取得して、ホワイトバランスを行うようにしてもよい。
　また、第１の実施の形態の変形例２と組み合わせてホワイトバランスを行うようにして
もよい。
【０１３６】
　［第３の実施の形態］
　次に、第３の実施の形態について説明する。
　第３の実施の形態は、光源の分光エネルギー分布から色温度などを求めてホワイトバラ
ンスの制御を行うのではなく、所望の分光エネルギー分布となるような仮想的なカラー変
換フィルタを算出し、該算出した仮想フィルタを用いてホワイトバランスの制御を行うと
いうものである。
【０１３７】
Ｇ．デジタルカメラ１の構成
　図１５は、第３の実施の形態における撮像装置を実現するデジタルカメラ３１の電気的
な概略構成を示すブロック図である。なお、デジタルカメラ１と同様の構成部については
、図１で付した符号をそのまま付してある。
　デジタルカメラ３１は、撮像レンズ２、駆動回路３、絞り兼用シャッタ４、垂直ドライ
バ５、ＴＧ（timing generator）６、ＣＣＤ７、サンプルホールド回路８、アナログデジ
タル変換器９、色分離回路１０、利得調整部１１、画像信号処理部１２、メモリ１３、制
御回路１４、表示部１５、キー入力部１６、プリズム回折格子１７、センサアレイ１８、
ドライバー・アンプ１９、アナログデジタル変換器２０、エネルギー分布表メモリ２１、
ＲＯＭ２３、ホワイトバランス制御部２６、仮想フィルタ特性演算部２８から構成されて
いる。
【０１３８】
　ＲＯＭ２３には、撮像レンズ２等の撮像光学系の分光透過率特性Ｔ（λｉ）、及び、平
坦な分光エネルギー分布、標準光源や所定の色温度の黒体輻射に相当する分光エネルギー
分布等の複数の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）が記録されている。
　仮想フィルタ特性演算部２８は、エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている光源光
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の分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）とＲＯＭ２３に記録されている撮像光学系（撮像レンズ
２など）の分光透過率特性Ｔ（λｉ）とから、光源光が撮像光学系を透過した光の波長帯
毎の分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）のシミュレーション演算を数６にしたがって行う（
仮想フィルタ算出手段）。
【０１３９】
【数６】

【０１４０】
　なお、ＣＣＤ７の分光感度特性Ｓ（λｉ）をも考慮して、ＣＣＤ７からの出力される撮
像信号の分光エネルギー分布のシミュレーション演算を行い、それをＬ１（λｉ）として
もよい。この場合には、数７にしたがってＬ１（λｉ）を求めることができる。
　また、エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている光源光の分光エネルギー分布Ｌ（
λｉ）をそのまま用いてもよい。つまり、Ｌ（λｉ）＝Ｌ１（λｉ）となる。
【０１４１】
【数７】

【０１４２】
　ユーザはキー入力部１６の操作によりＲＯＭ２３に記録されている平坦な分光エネルギ
ー分布、標準光源や所定の色温度の黒体輻射に相当する分光エネルギー分布等の中から所
望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）を選択し、制御回路１４は、該選択された分光エネ
ルギー分布Ｌｗ（λｉ）をＲＯＭ２３から取得する旨の制御信号を仮想フィルタ特性演算
部２８に送る。なお、このユーザの所望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）の選択は、予
め設定モードなどにおいて設定しておいてもよいし、被写体のスルー画像表示中に随時選
択できるようにしてもよい。
【０１４３】
　そして、仮想フィルタ特性演算部２８は、制御回路１４から送られてきた制御信号に従
って、該選択された分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）をＲＯＭ２３から取得し、該取得し
た分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）と該シミュレーション演算した分光エネルギー分布Ｌ
１（λｉ）から、仮想的なカラー変換フィルタ特性Ｆ（λｉ）を数８にしたがって算出す
る（仮想フィルタ算出手段）。
【０１４４】
【数８】

【０１４５】
　そして、仮想フィルタ特性演算部２８は、仮想的なカラー変換フィルタ特性Ｆ（λｉ）
の算出を行うと、該算出したカラー変換フィルタ特性Ｆ（λｉ）をホワイトバランス制御
部２６に出力する。
　ホワイトバランス制御部２６は、ＣＣＤ７からの撮像信号ＲＧＢ成分に対して、この仮
想的なカラー変換フィルタＦ（λｉ）に相当する波長帯毎の利得制御処理を行うように利
得調整部１１を制御することによりホワイトバランスを行う。
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　これにより、撮像信号の分光エネルギー分布Ｌ２（λｉ）が、ステップＳ２０４で設定
した所望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）となるようにホワイトバランスが行われるこ
とになる（ホワイトバランス制御手段）。
【０１４６】
　つまり、撮像信号の分光エネルギー分布Ｌ２（λｉ）にカラー変換フィルタＦ（λｉ）
を施すことにより、ホワイトバランス後、つまり、利得調整部１１から出力される撮像信
号の分光エネルギー分布Ｌ２´（λｉ）は、Ｌ２´（λｉ）＝Ｌ２（λｉ）・Ｆ（λｉ）
＝Ｌ２（λｉ）・｛Ｌｗ（λｉ）／Ｌ１（λｉ）｝≒Ｌｗ（λｉ）となる。
　但し、Ｌ２（λｉ）≒Ｌ１（λｉ）となる。なぜならば、シミュレーション演算によっ
て求められた撮像系を透過した光の波長帯毎の分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）と、撮像
信号の分光エネルギー分布Ｌ２（λｉ）は略同一とみなせるからである。
　他の構成の機能は、第１の実施の形態と同様なので説明を省略する。
【０１４７】
Ｈ．デジタルカメラ３１の動作
　第３の実施の形態におけるデジタルカメラ３１の動作を図１６フローチャートにしたが
って説明する。
　ステップＳ２０１で測光処理を行い、プリズム回折格子１７によって波長毎に分光され
た光をセンサアレイ１８、ドライバー・アンプ１９により受光されたアナログ信号をアナ
ログデジタル変換器２０でデジタル信号に変換して、光源光の分光エネルギー分布Ｌ（λ
ｉ）を取得し、該取得した光源光の分光エネルギー分布の表データをエネルギー分布表メ
モリ２１に記憶し、また、撮像光学系の分光透過率特性Ｔ（λｉ）をＲＯＭ２３から取得
する（ステップＳ２０２）。
【０１４８】
　次いで、エネルギー分布表メモリ２１に記憶されている光源光の分光エネルギー分布Ｌ
（λｉ）と、撮像光学系の分光透過率特性Ｔ（λｉ）から、光源光から撮像光学系を透過
した光の波長帯毎の分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）のシミュレーション演算を行う（ス
テップＳ２０３）。この演算は、数６にしたがって求めることができる。ここでは、図１
７（ｈ）に示すような分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）がシミュレーション演算されたも
のとする。なお、ＣＣＤ７の分光感度特性Ｓ（λｉ）を考慮して、撮像信号の分光エネル
ギー分布のシミュレーション演算を行い、それをＬ１（λｉ）としてもよい。この場合に
は、数７にしたがってＬ１（λｉ）を求めることができる。
【０１４９】
　次いで、ＲＯＭ２３に記録されている平坦な分光エネルギー分布、標準光源や所定の色
温度の黒体輻射に相当する分光エネルギー分布等の中からユーザのキー入力部１６の操作
によって選択された所望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）を取得する（ステップＳ２０
４）。
　次いで、ステップＳ２０４で取得した所望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）と、ステ
ップＳ２０３でシミュレーション演算によって求めた撮像系を透過した光の波長帯毎の分
光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）とから、仮想的なカラー変換フィルタ特性Ｆ（λｉ）を数
８にしたがって算出する（ステップＳ２０５）。ここでは、図１７（ｉ）に示すような仮
想的なカラー変換フィルタ特性Ｆ（λｉ）が算出されたものとする。
【０１５０】
　次いで、ＣＣＤ７からの撮像信号ＲＧＢ成分に対して、ステップＳ２０５で算出された
仮想的なカラー変換フィルタＦ（λｉ）に相当する波長帯毎の利得制御処理を行うように
利得調整部１１を制御することによりホワイトバランスを行う（ステップＳ２０６）。
　これにより、撮像信号の分光エネルギー分布Ｌ２（λｉ）が、ステップＳ２０４で設定
した所望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）となるようにホワイトバランスが行われるこ
とになる。
【０１５１】
　つまり、Ｌ２（λｉ）にカラー変換フィルタ特性Ｆ（λｉ）を施すことにより、ホワイ
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トバランス後の撮像信号の分光エネルギー分布Ｌ２´（λｉ）は、Ｌ２´（λｉ）＝Ｌ２
（λｉ）・Ｆ（λｉ）＝Ｌ２（λｉ）・｛Ｌｗ（λｉ）／Ｌ１（λｉ）｝≒Ｌｗ（λｉ）
となる。
　但し、Ｌ２（λｉ）≒Ｌ１（λｉ）となる。なぜならば、シミュレーション演算によっ
て求められた撮像系を透過した光の波長帯毎の分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）と、撮像
信号の分光エネルギー分布Ｌ２（λｉ）は略同一とみなせるからである。
　ここでは、ホワイトバランス処理後の撮像信号の分光エネルギー分布Ｌ２´（λｉ）は
、図１７（ｊ）に示すような特性となる。
【０１５２】
　以上のように、第３の実施の形態においては、光源の分光エネルギー分布Ｌ（λｉ）と
撮像系の分光透過率特性Ｔ（λｉ）とから、撮像系を透過した光の分光エネルギー分布Ｌ
１（λｉ）のシミュレーション演算を行い、該演算した分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）
とユーザによって選択された所望の分光エネルギー分布Ｌｗ（λｉ）とから仮想的なカラ
ー変換フィルタＦ（λｉ）を算出し、該算出したカラー変換フィルタＦ（λｉ）を用いて
ホワイトバランスを行うようにしたので、光源毎の識別手段や色温度検出手段等を個々に
設ける必要もなく、３波長型蛍光灯など多様な光源や複数光源が混在した場合でもそのま
ま対応することができる。
【０１５３】
　［第４の実施の形態］
　次に、第４の実施の形態について説明する。
　第４の実施の形態は、表示部１５に表示させる画像の表示仕様等をビギナー用、プロ用
などに分け、ビギナー用、プロ用などによって、ユーザのホワイトバランスの設定方法も
異ならせるというものである。
【０１５４】
Ｉ．デジタルカメラ１の構成
　第４の実施の形態も、図１に示したものと同様の構成を有するデジタルカメラ１を用い
ることにより本発明の撮像装置を実現する。
　まず、第４の実施の形態のデジタルカメラ１における、特徴となる構成の機能について
説明する。
【０１５５】
　制御回路１４は、ユーザのキー入力部１６の操作によりファインダ設定モードに設定さ
れ、ファインダの表示仕様、表示様式等が選択されると、該選択された表示仕様、表示様
式等をファインダの表示仕様として設定する（仕様設定手段）。
　ここで、ファインダの表示仕様、表示様式等としては、ビギナー仕様、プロ仕様、ヒス
トグラム表示仕様、スルー画像仕様などがある。
【０１５６】
　ビギナー仕様とは、被写体のスルー画像とともに、ビギナー仕様で撮影情報、撮影状況
を表示させる仕様のことをいい、プロ仕様とは、被写体のスルー画像とともに、プロ仕様
で撮影情報、撮影状況を表示させる仕様のことをいう。
　ヒストグラム仕様とは、被写体のスルー画像とともに、撮影情報、撮影状況とともに撮
像画像のヒストグラムを表示させる仕様のことをいい、スルー画像仕様とは、被写体のス
ルー画像のみを表示させる仕様のことをいう。
【０１５７】
　そして、制御回路１４は、ユーザのキー入力部１６の操作により撮影モードに設定され
ると、被写体のスルー画像を、ファインダ設定モードで設定された表示仕様で表示部１５
に表示させる（表示制御手段）。なお、ファインダ設定モードでユーザにより表示仕様、
表示様式が設定されていない場合には、予め定められた表示仕様、表示様式、例えば、ビ
ギナー仕様で表示させるようにしてもよい。
【０１５８】
　また、制御回路１４は、該設定された表示仕様、表示様式で被写体のスルー画像の表示
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中にユーザによってキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作が行われると、現在表示してい
る表示仕様を切り替える。例えば、ビギナー仕様で表示している場合に、ＤＩＳＰキーの
操作が行われると、ビギナー仕様からプロ仕様に切り替わる。更に、ＤＩＳＰキーの操作
が行われる度に、プロ仕様→ヒストグラム仕様→スルー画像仕様→ビギナー仕様というよ
うに切り替わる。
　また、ビギナー仕様で被写体のスルー画像の表示中にＳｈｉｆｔキーの操作が行われる
と、ビギナー仕様でのホワイトバランス設定モード画面に切り替わり、初心者のユーザで
も、適切なホワイトバランスの調整を行ことが可能となる。つまり、ホワイトバランスを
調整させるための情報をビギナー仕様で表示させることとなる。
　また、プロ仕様で被写体のスルー画像の表示中にＳｈｉｆｔキーの操作が行われると、
プロ仕様でのホワイトバランス設定モード画面に切り替わり、熟練者のユーザが精密なホ
ワイトバランスの調整を行うことが可能となる。つまり、ホワイトバランスを調整させる
ための情報をプロ仕様で表示させることとなる。
【０１５９】
　このように、初心者のユーザに対しては、ビギナー仕様でのホワイトバランス設定モー
ド画面を表示させるので、初心者のユーザでも適切なホワイトバランスを行うことができ
、熟練者のユーザに対しては、プロ仕様でのホワイトバランス設定モード画面を表示させ
るので、精密なホワイトバランスを行うことができる。
　以下、詳細に表示部１５に表示させる画像を参酌して、ビギナー仕様、プロ使用などで
のホワイトバランスの調整方法について説明する。
【０１６０】
Ｊ．表示様式等の表示及びホワイトバランスの調整方法について
　次に、表示様式等の表示及びホワイトバランスの調整方法について、図１８～図２４を
用いて詳細に説明する。
　ＣＣＤ７による撮像を開始し、撮像した被写体のスルー画像をユーザにより設定された
表示仕様、表示様式で表示部１５に表示させる。ここでは、ビギナー仕様と設定されたも
のとする。図１８（ｋ）は、このときの様子を示したものであり、真ん中の中央に被写体
のスルー画像（女性の人）、及びビギナー仕様の撮影情報、撮影状況などが表示されてい
る。
【０１６１】
　ビギナー仕様の撮影情報、撮影状況としては、現在のストロボの発光状態（現在は発光
禁止状態）を示す５１部、現在のホワイトバランスの状態（現在は、太陽光下でのホワイ
トバランス）を示す５２部、セルフタイマーで撮影するか否かを示す５３部（表示されて
いるときはセルフタイマーで撮影することを表す）、撮影モードを表す５３部（現在は、
静止画撮影モードであることを示している）、ズームバー（現在のズーム倍率を示すバー
）を示す５５部、バッテリー残量を示す５６部、露出補正状態を示す５７部などがある。
また、画面の右部にあるＦ２．８、１／２５０は、現在の絞り値、シャッタ速度を表して
いる。
【０１６２】
　そして、ユーザがキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作を行うことにより、表示される
表示仕様、表示様式を切り替えることができる。
　まず、ユーザがキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作を行うと、ビギナー仕様からプロ
仕様の表示仕様、表示様式に切り替わる。図１８（ｌ）は、そのときの様子を示したもの
である。図に示すようにプロ仕様では、現在の絞り値を示す線５８とシャッタ速度を表す
線５９が表示される。
　そして、再びキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作を行うと、プロ仕様から被写体のス
ルー画像とともにヒストグラムなどを表示させるヒストグラム表示仕様に切り替わる。図
１８（ｍ）はそのときの様子を示したものである。図の６０部は、撮像した画像のヒスト
グラムを表している。他の撮影情報、撮影状況はビギナー仕様と同様である。なお、ビギ
ナー仕様とは異なる表示方法などにより撮影情報、撮影状況などを表示させるようにして
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もよいし、撮影情報、撮影状況を表示させないようにしてもよい。
【０１６３】
　そして、再びキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作を行うと、ヒストグラム表示仕様か
ら被写体のスルー画像のみを表示させるスルー画像仕様に切り替わる。図１８（ｎ）はそ
のときの様子を示したものであり、ＣＣＤ７によって撮像された被写体である女性の人の
みが表示部１５に表示されている。
　そして、再びキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作を行うと、スルー画像仕様から再び
ビギナー仕様に切り替わる。このように、ユーザはキー入力部１６のＤＩＳＰキーの操作
により表示部１５に表示される表示仕様、表示様式を切り替えることができ、自分にあっ
た表示仕様で表示させることができる。
【０１６４】
　ビギナー仕様のＷＢの調整について
　次に、図１８（ｋ）に示すようにビギナー仕様の表示仕様、表示様式で被写体のスルー
画像を表示しているときに、ユーザのキー入力部１６のＳｈｉｆｔキーの操作が行われる
と、ＷＢ設定モード（ＷＢを設定することができる状態）に切り替わる。
　図１９（ｐ）は、ＷＢを設定することができる状態に切り替わったときの表示部１５に
表示される画像の様子を示したものである。図１９（ｐ）を見ると、「太陽光」、「日陰
」、「電球」、「蛍光灯」、「マニュアル」の５つの欄が表示されているのがわかる。「
太陽光」とは、太陽光の下で撮影したときに最も適切にホワイトバランスを行うことがで
きることを意味し、「日陰」とは、日陰で撮影したときに最も適切にホワイトバランスを
行うことができることを意味し、「電球」とは、電球の下で撮影するときに最も適切にホ
ワイトバランスを行うことができることを意味している。また、「蛍光灯」も同じように
、蛍光灯の下で撮影するときに最も適切にホワイトバランスを行うことができることを意
味している。
【０１６５】
　図１９（ｐ）を見るとわかるように、現在のホワイトバランスは、「太陽光」と設定さ
れているので、「太陽光」の欄が選択されている（網がかっている）状態となっているの
がわかる。
　そして、ユーザのキー入力部１６の十字キーの「↓」を操作することにより、「太陽光
」の欄から「日陰」の欄が選択されている状態に切り替わる。つまり、十字キーの操作の
「↓」を操作することにより「太陽光」→「日陰」→「電球」→「蛍光灯」→「マニュア
ル」というように順次欄が選択されていく。また十字キーの「↑」を操作すると、選択さ
れる欄の順序が十字キーの「↓」の操作と逆方向となる。
【０１６６】
　ここで、図２０（ｑ）に示すように「マニュアル」の欄が選択されている状態でＳｅｔ
キーの操作が行われると、図２０（ｒ）に示すようにマニュアルでホワイトバランスの設
定を行う状態へと切り替わる。
　図２０（ｒ）の下部にホワイトバランスという文字が表示され、その右横に点線枠６１
（ＷＢバー）がある。この点線枠６１（ＷＢバー）は、ホワイトバランスを調整するため
のものであり、点線枠６１（ＷＢバー）には、横長の長方形の形状をしたもの（以下、長
方形部）が５つ横に並んでいるのがわかる。この５つの長方形部の中で真ん中に位置する
長方形部は白の色を有しており、左端に位置する長方形部は赤い色を有しており、右端に
位置する長方形部は青い色を有している。また、真ん中と左端の間にある長方形部は薄赤
の色を有しており、真ん中と右端の間にある長方形部は薄青の色を有している。つまり、
この５つの長方形部は、真ん中は白の色を有しており、左にある長方形部ほど赤い色を有
しており、右にある長方形部ほど青い色を有している。
　また、点線枠６１には、真ん中の長方形部の上に逆三角形の形状のもの（以下、調整部
という）があり、これは真ん中が選択されている状態を示している。つまり、現在は標準
でホワイトバランスを行う状態であることを示している。
【０１６７】
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　そして、ユーザがキー入力部１６の十字キーの「←」の操作をすると、図２１（ｓ）に
示すように、調整部が左端と真ん中の間に位置する長方形部の上に移動する。これは、現
在左端と真ん中の間に位置する長方形部が選択されている状態であることを示している。
　すると、図２１（ｔ）に示すように、「白が赤味がかった白に写るのを補正します。色
温度が低い白熱電灯照明の屋内撮影に適しています。」というようにどのようにホワイト
バランスを行うかを示すホワイトバランスの説明文と、その横にサンプル画像が表示され
る。このときに、ユーザが実行キーを操作すると、色温度が低い白熱電灯照明の屋内撮影
に適すようにホワイトバランスを行い、図１８（ｋ）に示すような画像に戻る。
　つまり、ユーザはこの十字キーの操作により調整部を移動させて、説明文を参酌するこ
とにより適切なＷＢの調整を選ぶことができる。
【０１６８】
　また、ユーザがキー入力部１６の実行キーの操作を行わずに十字キーの「→」を操作す
ることにより、図２１（ｕ）に示すように、調整部が右端と真ん中の間に位置する長方形
部の上に移動させると、該長方形部が選択されている状態となり、このときには、「白が
青味がかった白に写るのを補正します。色温度が７０００Ｋと高い蛍光灯照明の屋内撮影
に適しています。」というような説明文と、その横にサンプル画像が表示される。このと
きにユーザが実行キーを操作すると、色温度が高い蛍光灯照明の屋内撮影に適すようなホ
ワイトバランスを行い、図１８（ｋ）に示すような画像に戻る。
　つまり、この十字キーの操作により調整部を移動させる度に（ホワイトバランスの調整
を行う度に）、ホワイトバランスの説明分とサンプル画像を表示させるので、この説明文
などを参酌することにより初心者でも適切なホワイトバランスを行うことができる。
　また、現在のホワイトバランスの設定状態の説明文をも表示させるようにしてもよい。
【０１６９】
　一方、ユーザが実行キーの操作を行わずにＳｅｔキーの操作を行うと、図２０（ｑ）に
示すような画像に戻る。
　なお、「マニュアル」の欄ではなく、「日陰」等の欄を選択してＳｅｔキーを操作した
場合にも、ホワイトバランスの説明文及びサンプル画像が表示させるようにしてもよい。
　以上のようにビギナー仕様のＷＢの調整は、ホワイトバランスを調整する度に、そのホ
ワイトバランスの説明文等を表示部１５に表示させるので、ユーザはその説明文などを参
酌することにより、簡易に適切なホワイトバランスを行うことが可能となる。
【０１７０】
　プロ仕様のＷＢの調整について
　次に、図１８（ｌ）に示すようにプロ仕様の表示仕様、表示様式で被写体のスルー画像
を表示しているときに、ユーザのキー入力部１６のＳｈｉｆｔキーの操作が行われると、
ＷＢ設定モード（ＷＢを設定することができる状態）に切り替わる。
　図２２（ｖ）は、ＷＢを設定することができる状態に切り替わったときの表示部１５に
表示される画像の様子を示すものである。図２２（ｖ）に示してあるように、枠６４は、
撮像画像の色度座標（ｘ、ｙ）の値を表示したものであり、現在は、ｘ＝０．３１、ｙ＝
０．３１であることがわかる。また、６３部は、色度図を示したものであり、この色度図
上にｘの色度座標を示す線６２ｘと、ｙの色度座標を示す線６２ｙとがある。この線６２
ｘと線６２ｙの交点が撮影画像の色度座標（０．３１、０．３１）であることを示してい
る。
【０１７１】
　点線枠６１（ＷＢバー）は、ホワイトバランスを微調整するものであり、「ビギナー仕
様のＷＢの調整について」で上述したように調整部を左右に動かすことにより、ホワイト
バランスの微調整を行う。この調整部を動かすと撮影画像の色度座標も変わるので、調整
部が動かされると、それに伴って色度座標も連動して変わることになる。
　なお、ユーザが線６２ｘと線６２ｙを動かすことにより色度座標を変更して、実行キー
の操作が行われると、該変更された色度座標となるようにホワイトバランスを行うように
してもよい。
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【０１７２】
　そして、ユーザのキー入力部１６の操作によりホワイトバランスの微調整を行ってから
実行キーの操作が行われると、ホワイトバランスを行う。
　ここで、ホワイトバランスの制御としては、現在の撮像信号の分光エネルギー分布から
色度座標を求め、該求められた色度座標からユーザによって変更された色度座標となるよ
うに利得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランスの制御を行う。
　なお、色度座標などが変更される度に、該変更された色度座標となるようにホワイトバ
ランスを行うようにしてもよい。この場合には、実行キーの操作は不要である。
【０１７３】
　また、図２２（ｖ）に示すような画像が表示部１５に表示されている状態で、ユーザが
キー入力部１６の詳細ボタンを操作することにより、図２２（ｖ）の色度図６３が、図２
２（ｗ）に示すように拡大されて表示部１５に表示されるようにしてもよい。図２２（ｗ
）の曲線６５は、黒体輻射軌跡を示しており、黒体輻射軌跡６５に沿って１０００Ｋ、３
０００Ｋ、５０００Ｋ、１００００Ｋ等の黒体輻射軌跡上の各色温度が表示されている。
また、図２２（ｗ）の右上部に「６７００Ｋ（１４９ＭＩＲＥＤ）という文字が表示され
ている。これは現在の撮像画像の色温度を示しており、６７００Ｋというのは色温度をケ
ルビンで表示させたときの色温度であり、１４９ＭＩＲＥＤというのは色温度６７００Ｋ
をＭＩＲＥＤ単位で表示させたときの色温度である。この色温度６７００Ｋは、現在の色
度座標（ｘ、ｙ）が位置する黒体輻射軌跡上の位置に対応する色温度によって求められる
ので、現在の色度座標（０．３１、０．３１）が位置する黒体輻射軌跡上の位置に対応す
る色温度が６７００Ｋということになる。
【０１７４】
　この図２２（ｗ）に示す状態で、ユーザが線６２ｘと線６２ｙとを動かすことにより色
度座標を変更させて、実行キーを操作することにより該変更された色度座標となるように
ホワイトバランスを行う。
　この線２６ｘ、線２６ｙの位置変更は、ユーザのキー入力部１６の十字キーの操作や、
表示部１５を直接触ることにより操作することにより（タッチパネルなど）変更すること
ができる。
【０１７５】
　また、図２２（ｖ）に示すような画像が表示されている状態で、更に、ユーザがキー入
力部１６のＳｈｉｆｔキーの操作を行うと、図２３（ｘ）に示すような画像が表示される
。図２３（ｘ）の６３部は色度図を表しており、色度図上には、黒体輻射軌跡と色温度及
び現在の撮像画像の色温度を示す指針部６６が表示されている。また、色度図６３の中に
「６７００Ｋ」という文字が表示されているのがわかる。これは現在の色温度を示してお
り、指針部６６も色温度６７００Ｋを示す状態となっている。この指針部６６を動かすこ
とにより色温度を変更させて、実行キーを操作することにより該変更された色温度となる
ようにホワイトバランスを行う。
【０１７６】
　また、図２３（ｘ）が表示されている状態で、ユーザがキー入力部１６の詳細ボタンを
操作することにより、図２３（ｘ）の黒体輻射軌跡、色温度及び指針部６６等が、図２３
（ｙ）に示すように拡大されて表示部１５に表示される。
　図２３（ｙ）の黒体輻射軌跡の上に表示されている、２０００Ｋ、４０００Ｋ、１００
００Ｋ等はケルビン単位で表した色温度を表しており、黒体輻射軌跡の下に表示されてい
る０、１００Ｍ、２００Ｍ、５００Ｍ等はＭＩＲＥＤ単位で表した色温度を表している。
このときに、この指針部６６を動かすことにより色温度を変更させて、ユーザにより実行
キーの操作が行われることにより該変更された色温度となるようにホワイトバランスを行
うようにする。
【０１７７】
　ここで、ホワイトバランスの制御としては、現在の撮像信号の分光エネルギー分布から
色温度を求め、該求められた色温度からユーザによって変更された色温度となるように利
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得調整部１１を制御することにより、ホワイトバランスの制御を行う。
　この指針部６６の位置変更は、ユーザのキー入力部１６の十字キーの操作や、表示部１
５を直接触ることにより操作することにより（タッチパネルなど）変更することができる
。
【０１７８】
　また、図２３（ｘ）に示すような画像が表示されている状態で、ユーザによってキー入
力部１６のＳｈｉｆｔキーの操作が行われると、図２４（ｚ）に示すような画像が表示さ
れる。
　図２４（ｚ）の長方形部６７は、撮像画像の色温度や分光エネルギー分布を示したもの
である。現在の色温度は６７００Ｋ／１４９Ｍであることがわかる。
　また、枠６８（ＷＢバー）は、上述したようにホワイトバランスを微調整するためのも
のであり、調整部を動かすことにより、ホワイトバランスを行うことができる。
　なお、色度図は、ＸＹＺ表色系の色度図のほかに、ＲＧＢ表色系の色度図、ＵＶＷ表色
系（ＣＩＥ１９６０）のＵＶ色度図、Ｕ＊Ｖ＊Ｗ＊均等色空間（ＣＩＥ１９６４）、ＣＩ
ＥＬＡＢのＬ＊Ａ＊Ｂ＊均等色空間、マンセル表色系など、他の表色系の色度座標、色度
図、色度空間座標などに変換して表示してもよい。
　この場合には、色相、彩度、明度等を表す指数等を操作することによりホワイトバラン
スの調整を行うようにしてもよい。
　また、点線枠６１や枠６８などのＷＢバーは、図２４（ｚ´）に示すようなものでもよ
い。横長の長方形部７２は、真ん中の位置が白の色を有しており、右端６９に行けば行く
ほど青い色を有しており、左端７０に行けば行くほど赤い色を有している。また、７１は
調整部であり、この調整部７１を動かすことによりホワイトバランスの調整を行うことが
できる。点線枠６１や枠６８のようなＷＢバーでは、５段階のホワイトバランスの調整し
かできないけれど、図２４（ｚ´）に示すようなＷＢバーによれば、微妙な調整を行うこ
とができるからである。
【０１７９】
　ヒストグラム表示仕様、スルー画像仕様のＷＢの調整について
　図１８（ｍ）、図１８（ｎ）に示すようにヒストグラム表示仕様、スルー画像仕様で被
写体のスルー画像を表示しているときに、ユーザのキー入力部１６のＳｈｉｆｔキーの操
作が行われた場合にも、ＷＢ設定モード（ＷＢを設定することができる状態）に切り替わ
る。
　この場合には、ビギナー仕様と同様、図１９（ｐ）に示すような画像が表示され、ホワ
イトバランスの調整を行うことができる。しかし、ヒストグラム表示仕様、スルー画像仕
様の場合には、図２１（ｔ）、（ｕ）に示すような説明文やサンプル画像などは表示され
ない。つまり、図２０（ｑ）に示す状態で、Ｓｅｔキーの操作を行うと、図２１（ｒ）に
示すような画像が表示部１５に表示されることとなるが、調整部を移動させて、ホワイト
バランスの調整を行っても説明文やサンプル画像は表示されない。
　これにより、ビギナー仕様でホワイトバランスの調整に慣れたユーザは、いちいち、サ
ンプル画像や説明文を参酌しなくてもホワイトバランスの調整を行うことができるので、
説明文を表示させることによるユーザの感じる煩わしさを回避することができる。
【０１８０】
Ｊ．デジタルカメラ３１の動作
　第４の実施の形態におけるデジタルカメラ１の動作を図２５～図２７フローチャートに
したがって説明する。
　ユーザのキー入力部９の操作によりモードが設定されると、設定されたモードが撮影モ
ードであるか否かを判断する（ステップＳ２５１）。
　撮影モードでない場合は、現在設定されたモードが設定モードであるか否かを判断する
（ステップＳ２５２）。
【０１８１】
　設定モードでないと判断すると、その他のモード処理を行い（ステップＳ２５４）、設
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定モードであると判断すると、ファインダ設定モードであるか否かを判断する（ステップ
Ｓ２５３）。
　ファインダ設定モードであると判断すると、ユーザによって選択された表示仕様、表示
様式等をファインダの表示態様として設定する（ステップＳ２５５）。
　ここで、ファインダの表示仕様、表示様式としては、ビギナー仕様、プロ仕様、被写体
のスルー画像のみを表示させるスルー画像仕様、被写体のスルー画像とともにヒストグラ
ムなどを表示させるヒストグラム表示仕様（ヒストグラム表示仕様）などがある。
【０１８２】
　一方、ファインダ設定モードでないと判断すると（ステップＳ２５３でＮに分岐）、Ｗ
Ｂブラケットの設定であるか否かを判断し（ステップＳ２５６）、ＷＢブラケットの設定
であると判断すると、補正間隔、補正順序、補正枚数の設定を行う（ステップＳ２５７）
。このＷＢブラケットの設定については、第２の実施の形態で述べたので、ここでは説明
を省略する。
　一方、ＷＢブラケットの設定でないと判断すると（ステップＳ２５６でＮの分岐）、そ
の他の設定処理を行う（ステップＳ２５８）。
【０１８３】
　また、ステップＳ２５１で撮影モードであると判断すると（ステップＳ２５１でＹに分
岐）、図２６のステップＳ２５９に進み、測光処理、ＷＢ処理を行う。ホワイトバランス
処理については、第１の実施の形態で述べたのでここでは省略する。
　そして、ズーム処理、ＡＦ処理を行ってから（ステップＳ２６０）、被写体のスルー画
像の表示を行う（ステップＳ２６１）。
　次いで、ステップＳ２５５で設定した表示仕様、表示様式などのカスタム仕様データを
読み出す（ステップＳ２６２）。
【０１８４】
　次いで、読み出したカスタム仕様がプロ仕様であるか否かを判断し（ステップＳ２６３
）、プロ仕様であると判断するとプロ仕様の表示仕様、表示様式などで被写体のスルー画
像を表示部１５に表示させ（ステップＳ２６４）、ステップＳ２６９に進む。このときに
表示部１５には、図１８（ｌ）のような画像が表示される。
　一方、プロ仕様でないと判断すると（ステップＳＳ２６３でＮに分岐）、ビギナー仕様
であるか否かを判断し（ステップＳ２６５）、ビギナー仕様であると判断するとビギナー
仕様の表示仕様、表示様式で被写体のスルー画像を表示部１５に表示させ（ステップＳ２
６６）、ステップＳ２６９に進む。このときに表示部１５には、図１８（ｋ）のような画
像が表示される。
【０１８５】
　一方、ビギナー仕様でないと判断すると（ステップＳ２６５でＮに分岐）、ヒストグラ
ム表示を行うか否かを判断し（ステップＳ２６７）、ヒストグラム表示を行うと判断する
とヒストグラム等を表示部１５に表示させて（ステップＳ２６８）、ステップＳ２６９に
進み、ヒストグラム表示を行わないと判断するとそのままステップＳ２７０に進む。この
ヒストグラム表示を行うか否かの判断は、ステップＳ２５５で表示仕様、表示様式がヒス
トグラム表示仕様に設定されているか否かにより判断する。図１８（ｍ）は、ヒストグラ
ム表示を行ったときの表示部１５に表示される画像の様子を示したものであり、図１８（
ｎ）は、ヒストグラム表示を行わない、つまり、被写体のスルー画像のみを表示部１５に
表示させたときの様子を示したものである。
【０１８６】
　次いで、図２７のステップＳ２６９に進むと、撮影を行うか否かを判断し、撮影を行わ
ないと判断すると、ＷＢの調整を行うか否かを判断する（ステップＳ２７０）。この判断
はユーザのキー入力部１６の実行キー（ホワイトバランスを行う旨）の操作に対応する操
作信号が送られてきた場合はＷＢの調整を行なうと判断する。
　そして、ホワイトバランスの調整を行うと判断すると、ホワイトバランスの調整を行い
（ステップＳ２７１）、ステップＳ２６９に戻る。
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　例えば、ビギナー仕様の場合に、図２１（ｔ）に示すような画像が表示されているとき
に、ユーザがキー入力部１６の実行キーの操作を行うと、色温度が低い白熱電灯照明の屋
内撮影に適すようにホワイトバランスを行う。また、プロ仕様の場合に、図２２（ｖ）に
示すような画像が表示されており、色度座標がユーザによって変更され実行キーが操作さ
れた場合は、該変更された色度座標となるようにホワイトバランスを行う。
　なお、ビギナー仕様でのＷＢ設定モード時（ホワイトバランスの調整時）には、ステッ
プＳ２５９で行なったＷＢ処理、つまり、現在のホワイトバランスの設定状態の説明文を
表示させるようにしてもよい。例えば、「色温度が７０００Ｋと高い昼光色の蛍光灯照明
での屋内撮影なので、青味がかかった白が白に写るように補正しました。」というような
説明文を表示させるようにしてもよい。
【０１８７】
　一方、ステップＳ２７０でＷＢの調整でないと判断すると、ファインダ表示の切り替え
を行うか否かを判断する（ステップＳ２７２）。この判断は、ユーザのキー入力部１６の
ＤＩＳＰキーの操作が行われたか否かにより判断する。
　ファインダ表示の切り替えを行わないと判断するとステップＳ２６９に戻り、ファイン
ダ表示の切り替えを行なうと判断するとステップＳ２７３に進み、ファインダの切り替え
を行う。
　現在表示されている表示使用がビギナー仕様である場合には、ビギナー仕様（図２０（
ｋ））からプロ仕様（図２０（ｌ））に切り替わり、現在表示されている使用がプロ仕様
である場合には、プロ仕様（図２０（ｌ））からヒストグラム表示仕様（図２０（ｍ））
というように順次切り換わる。そして、表示仕様の切り替えを行なうとステップＳ２６９
に戻る。
【０１８８】
　ステップＳ２６９で撮影を行うと判断すると、ブラケット撮影であるか否かを判断し（
ステップＳ２７４）、ブラケット撮影でないと判断すると静止画撮影処理・記録処理を行
い（ステップＳ２７５）、ステップＳ２７７に進む。
　一方、ブラケット撮影であると判断すると（ステップＳ２７４でＹに分岐）、ＷＢブラ
ケット撮影を行い（ステップＳ２７６）、ステップＳ２７７に進み、その他のキー処理、
表示処理などを行う。
【０１８９】
　以上のように、第４の実施の形態においては、ファインダの表示仕様、表示様式をプロ
仕様、ビギナー仕様等に分けて表示させるので、ユーザの熟練度や目的や嗜好に合わせて
、より適切な表示仕様、情報表示に切り替えて利用することができる。
　また、ビギナー仕様でのホワイトバランスの調整時には、ホワイトバランスの説明文、
サンプル画像などを表示させるので、初心者でもわかり易く、取扱説明書を参照しなくて
も、簡易に適切なホワイトバランスの設定を行うことができる。
　また、プロ仕様でのホワイトバランスの調整時には、撮像画像の色度座標、色温度、黒
体輻射軌跡、分光エネルギー分布などを表示させるので、設定の誤解や間違いがなく、ま
た、上級者には豊富で直接的な情報を提供することができ、より精密、精確なホワイトバ
ランスの調整を行うことができる。
　また、不要なときは説明文や色度図を表示せず、必要なときは説明文や色度図を表示さ
せることができる。
【０１９０】
　なお、ホワイトバランス設定モード時に色度座標、色温度や黒体輻射軌跡などを表示さ
せるようにしたが（図２２～図２４参照）、プロ仕様で被写体のスルー画像を表示させる
状態（図１８（ｌ）の状態）のときに、つまり、ホワイトバランス設定モード時でないと
きにも、撮像画像の色度座標や色温度、黒体輻射軌跡などを表示させるようにしてもよい
。
　また、光学ファインダを設け、表示仕様の中に、表示消え仕様というものを設けてもよ
い。表示消え仕様とは、表示部１５に被写体のスルー画像等を何も表示させない、つまり
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、表示部１５が消灯している状態での仕様であることをいう。
【０１９１】
　また、上記実施の形態における撮像装置は、上記の実施の形態に限定されるものではな
く、カメラ付き携帯電話、ＰＤＡ、パソコン等、又はデジタルビデオカメラ等でもよく、
要は被写体を撮影することができる機器であれば何でもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１９２】
【図１】本発明の実施の形態のデジタルカメラのブロック図である。
【図２】色度座標（ｘ、ｙ、ｚ）と色温度Ｔａの換算テーブルを示す図である。
【図３】色温度ＴａとＲＧＢ成分の相対強度の特性データを示す図である。
【図４】利得調整部１１を制御するときの様子を示した図である。
【図５】第１の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図６】入射される波長毎の分光エネルギー分布、及び、エネルギー分布表メモリに記憶
される分光エネルギー分布表の例を示したものである。
【図７】ＲＧＢ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）、及び、ＲＯＭ２３に記
録されている等色関数表を示す図である。
【図８】ＸＹＺ表色系の等色関数（λｉ）、（λｉ）、（λｉ）、及び、ＲＯＭ２３に記
録されている等色関数表を示す図である。
【図９】第１の実施の形態の変形例１のデジタルカメラの動作を示すフローチャートであ
る。
【図１０】第１の実施の形態の変形例２のデジタルカメラの動作を示すフローチャートで
ある。
【図１１】第２の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図１２】第２の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図１３】第２の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図１４】第２の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図１５】第３の実施の形態のデジタルカメラのブロック図である。
【図１６】第３の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図１７】第３の実施の形態における、分光エネルギー分布Ｌ１（λｉ）、仮想的なカラ
ー変換フィルタ特性、ホワイトバランス後の分光エネルギー分布Ｌ２´（λｉ）を示す図
である。
【図１８】ビギナー仕様、プロ仕様、ヒストグラム仕様、スルー画像仕様で被写体のスル
ー画像、及び撮影情報を表示させたときの図である。
【図１９】ビギナー仕様でホワイトバランス設定モードに設定されたときの様子を示す図
である。
【図２０】ビギナー仕様でホワイトバランス設定モードに設定されたときの様子を示す図
である。
【図２１】ビギナー仕様でホワイトバランスの調整をしたときの様子を示す図である。
【図２２】プロ仕様でホワイトバランス設定モードに設定されたときの様子を示す図であ
る。
【図２３】プロ仕様でホワイトバランス設定モードに設定されたときの様子を示す図であ
る。
【図２４】プロ仕様でホワイトバランス設定モードに設定されたときの様子を示す図であ
る。
【図２５】第４の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図２６】第４の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【図２７】第４の実施の形態のデジタルカメラの動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１９３】
　１　　　デジタルカメラ
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　２　　　撮像レンズ
　３　　　駆動回路
　４　　　絞り兼用シャッタ
　５　　　垂直ドライバ
　６　　　ＴＧ
　７　　　ＣＣＤ
　８　　　サンプルホールド回路
　９　　　アナログデジタル変換器
　１０　　色分離回路
　１１　　利得調整部
　１２　　画像信号処理部
　１３　　メモリ
　１４　　制御回路
　１５　　表示部
　１６　　キー入力部
　１７　　プリズム回折格子
　１８　　センサアレイ
　１９　　アンプ
　２０　　アナログデジタル変換器
　２１　　エネルギー分布表メモリ
　２２　　刺激値演算部
　２３　　ＲＯＭ
　２４　　色度座標演算部
　２５　　色温度演算部
　２６　　ホワイトバランス制御部
　２７　　色度座標・色温度情報メモリ
　２８　　仮想フィルタ特性演算部
　３１　　デジタルカメラ



(31) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(32) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(33) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(34) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(35) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(36) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(37) JP 4661129 B2 2011.3.30

【図２５】 【図２６】

【図２７】



(38) JP 4661129 B2 2011.3.30

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－３２０２３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１９４３０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１０２０１９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　９／０４　～　９／１１
              Ｈ０４Ｎ　　　９／７３　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

